
 

                          

                       
 
 

町内会総会が開催されました 
4 月 15 日（日）に平成 24 年度秋葉一丁目町内会総

会が開催されました。総会では前年度の事業及び決算

報告がなされるとともに、24 年度の事業計画・予算

案、役員体制等について提案されました。総会ではこ

れらについて審議され承認されました。 
 

１．活動方針 

平成 24 年度の活動方針は、生活環境の整備向上と

融和親睦をはかり、明るく住みよい町内(まち)づくり

をめざすこととし、以下の３つについて推進していき

ますので、町内の皆様のご協力をお願いいたしたいと

思います。 

① 今後とも「あいさつ運動」を実施して行きます。 

② 隣組内（近所どうし）の助け合いやつき合いなど、人情を大切にした地

域づくりをめざします。 

近所づきあいは人々の融和の最も基礎となるものです。これがあって

こそ災害時の助け合いも可能になります。 

③ 美しい環境づくり 

また適切なゴミ出しは資源の有効利用・環境美化の基礎です。町民の

皆様のご協力をお願いいたします。（道路や公共の場にゴミを捨てない、

ゴミが落ちていたら拾って正しく処分、ゴミ・資源は正しく出す） 

また、花苗の植え付け等花壇の管理には住民皆さんの積極的な参加を

お願いします。 
 

２．活動計画 

① 町内美観の向上 

せせらぎ遊歩道沿い、桂並木等にある花壇の管理により町内の美観を

向上させていきます。また、クリーンにいがた推進員（町内会役員が主

体）の指導等により適切なゴミ出しを推進していきます。 

② 地域住民の親睦・融和 

盆踊り等の各種行事（本年度の開催担当は 3丁目）により住民同士の

親睦・融和を図っていきます。また世帯主名簿（昨年度発行予定であっ

たが、都合により発行できなかった）を発行し、住民同士の交流の促進

に努めます。 

③ 災害時の安全を図る 

自主防災会を中心に災害時対応能力を向上させます。また災害時要援

護者の援護体制により高齢者も災害時に安全に避難できるようにします。 
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３．役員体制 

本年は町内会長改選年であるため、予め 2 月 12 日に町内会長選出選考委員

会を開催し検討した結果、今後も後藤現会長にお願いすることが望ましいと

の結論に至りました。これをもとに総会において検討の結果、後藤町内会長

が今後 4年、町内会業務を統率していくことになりました。 

また、新たに幹事として渡部一利氏を迎え、体制の強化を図ります。 
 

町内会役員 
町 内 会 長：後 藤  洵（再任） 副 会 長：大 貫 敬 一 
会 計：勝 見 洋 一     総 務 部 長：吉 田 信 威 
環境衛生部長：佐 京 俊 二     防 犯 部 長：五十嵐隆司 
防 災 部 長：齋 藤 英 和     健康福祉部長：中山喜美雄 
幹 事：渡 部 一 利（新任） 
会 計 監 査：田 中 寿 郎、滝 沢 幹 夫 

 

３．自主防災会 

町内会総会において秋葉町内会自主防災会についての審議（昨年度の報告、

本年度の計画）が行われました。自主防災会は秋葉３町内全体で組織してい

ますが、本年度は秋葉２丁目が幹事町内会となります。 

なお、町内の皆さんも火災予防や地震等の災害への備え等、しっかりとし

た防災意識を持っていただくようお願いいたします。 
 

秋葉区一斉クリーン作戦が行われました 

4 月 17 日（日）朝８時より毎年恒例の秋葉区

一斉クリーン作戦が実施されました。当日は晴

天に恵まれ、秋葉 1 丁目では約 70 人が参加し、

道路やその周辺のゴミを拾い、周辺環境をきれ

いすることができました。 
住みやすい町内作りの第一歩は、町内からゴ

ミをなくしてもっと美しくすることです。クリ

ーン作戦の日だけでなく、日頃から家の近くの

道路などのゴミを拾ったり、きれいに清掃する

よう心掛けましょう。また道路や公共施設等ゴミを捨ててはいけない所には

ゴミを絶対に捨てない心構えも大切です。 
 =========================================== 
弔 謹んでご冥福をお祈りいたします 

川上スミエ 様 平成 24 年 3 月 27 日逝去 享年 84 歳 

戸 根 勇 吉 様 平成 24 年 4 月 18 日逝去 享年 67 歳 
 =========================================== 
＜編集後記＞前号で掲載予告をいたしました「新潟防災メール」については 

紙面の都合により次号以降に掲載いたしたいと思います。 


